
マ
ユ

Z
ゾ
ノ
シ
ユ
ウ

民

弓
悶
袋
三
冊
。
狩
谷

竹
制
の
歌
集
で
、
四
季
態
別
と
部
却
し
、
容
陪
に
長

航
中
~
披
せ
て
あ
る
。
明
治
七
年
奥
村
策
滋

・
桜
山
政

和
の
停
が
あ
る
。

マ
ヨ
ヒ
ゴ
イ
シ

迷
子
右

金
持
雨
貸
院
境
内
に

即
位
て
ら
れ
て
ゐ
る
o
表
『
ま
よ
ひ
子
一
一一

一川町一
M
M
M
。

辺
、
総
時
文
政
十
年
京
町
民
間
山
之
渡
起
某
』
右

『鱗

A
H
す
卯
月
の
次
の
持
政
八
十
六
翁
椅
彼
』
左
『
か
く

れ
し
を
閉
さ
れ
と
て
の
み
め
ぐ
み
に
榊
拙
南
青
突
し
給

ふ
か
み
，P
¥

硝
雨
宮
』
と
刻
し
て
あ
る
。
雨
詑
院

は
凶
川
大
筋
の
商
詰
で
、
最
も
股
肢
の
地
で
あ
る
か

ら
、
そ
こ
を
怒
だ
ん
も
の
と
見
え
る
。

マ
ラ
ウ
ド
J
Z
ヤ

客
人
営

地

山田
山
に
御
前
し

た
白
山
拙
却
で
、
古
川
市
政
府
也
五
に
『
日
吉
問
答
人
円
山
者

自
山
線
開
笠
宮
々
。
殴
命
座
主
之
時
無
=
指
ル
抗
日
銀
-
者

向山、
v
栓
小
社
也
。
叉
河
=
御
座
-
者
可
v
被
v
一
市
=
不
思
総
-

云
々
。
件
夜
入
z
座
主
之
夢
-
有
=
託
宣
之
国
田
等
↓
後
羽

-
あ
る
。

一

マ
メ
ダ
シ
ン
マ
チ
大
豆
田
新
町

大
一P
川
町
に
刑
制
し
て
の
名
で
あ
る
。

マ
メ
ダ
マ
チ
大
豆
田
町

金
却
の
剛
名
。
も
と

石
川
市
大
夜
間
村
の
一
部
を
町
地
と
し
て
編
入
し
た

も
の
で
あ
る
が
放
に
名
づ
け
る
。

マ
ヤ
プ
エ
ン

院
郁
夫
人

石
川
梢
北
川
古
川
行
程

寺
の
蹴
耶
夫
λ
像
は
有
名
な
も
の
で
、
子
女
の
息
災

延
命
を
祈
る
も
の
は
、
辿
〈
金
剛
仰
か
ら
も
{
甚
指
し

た
。
そ
の
山
総
は
笛
四
且
七
日

・
八
日
に
行
は
れ
、

今
も
問
日
に
於
い
て
す
る
。

7

Z
ダ
マ

繭
玉

J
モ
チ
ッ
キ
餅
到
。

マ
ユ

Z
ゾ
ノ
ザ
ツ
シ
ョ

ウ

民

弓
悶
雑
抄

狩
谷

竹
納
者
。
限
史
・野
東
・物
問
・
維
把
な
ど
に
見
え
た

奇
附
引
を
抜
獄
、
自
家
の
考
鮫
を
註
解
し
た
も
の
で
あ

ゆウ
。

マ
メ
ー
ー
マ
ン

金
仰
の
町
名。

小
駐
之
官
川自
主
一
尺
許
制
り
た
り
け
り
。
六
周
と
云

々
。
』
と
あ
る
。

日
吉
祉
制
治
秘
刷出砲
に
は
、『容
人
宮

云
々
。
天
安
二
年
六
周
十
入
日
有
z
御
滋
宮
一
此
剥
織

石
，
長

40m陣
。
自
=
白
山
】
出
到
駿
也
。
』
叉
『

一
日
に

-
E
0

・文
徳
天
川訴
の
御
附
天
安
年
中
に
、
白
山
均
時
品
川

を
比
叡
山
に
勤
続
な
し
け
る
に
、
四
時
小
品
降
り
た

り
。
山
従
甚
刷
却
し
て
一

山
是
を
政
き
、
何
年
一
度

来
臨
の
日
を
定
め
、
市
は
白
山
に
銀
座
る
邸
と
な
し

た
り
。
放
に
客
人
包
と
解
す
。
』
と
も
見
え
る
。

マ
リ
シ
テ
ン
ヤ
マ

媛
利
支
天
山

金
抑
卯
反
山

一
部
の
小
名
で
、
そ
の
地
に
従
来
坊
の
限
利
支
天
堂

が
あ
る
か
ら
名
づ
け
る
。

マ
ル
イ
シ
ガ
ハ
丸
石
川

又
削
石
川
と
も
包
き
、

丸
石
谷
川
と
も
い
ふ
。
白
山
の
大
松
田
凶
拍
な
る
泌

総
で
、
千
似
拙
か
ら
下
流
を
い
ふ
。
大
小
の
一
個
皆
問

形
な
る
が
放
に
名
づ
け
る
。
丸
石
川
は
中
，
川
に
入

。
、
逢
に
局
添
川
と
な
る
。

マ
ル
ヤ
デ
ン
エ
モ
ン
丸
屋
慎
右
衛
門

行
川
都

大
野
の
人
c
代
々
日
泌
を
以
て
名
前
〈
、
架
タ
附
村

の
木
墜
と
抽
出
穂
せ
ら
れ
た
が
、

後
漸
次
設
へ
て
似
右

衛
門
の
幼
時
に
は
赤
抗
洗
ふ
が
如
〈
で
あ
っ
た
。
是

を
以
て
偲
右
衛
門
は
家
運
の
挽
回
を
芯
し、

忽
耐
刻

昔
、
設
に
大
小
数
十
の
閥
叫
閉
そ
有
す
る
に
索
。
、
路

政
九
年
そ
の
地
の
日
育
訓
枇
を
興
活
し
た
。

マ
ル
ヤ
マ
丸
山

金制仲間仲
川
総
左
時
の
地
を
丸

山
と
帯
し
た
と
、
点
卒
二
年
の
如
話
坊
附
来
世
に
あ

る
。
益
し
今
の
姶
坂
附
迂
に
小
斤
が
あ
っ
た
も
の
と

思
は
れ
る
。

マ
ル
ヤ
マ
丸
山

能
妥
純
白
山
下
に
印
す
る
郎

古
川
。
こ
の
村
の
谷
郷
枇
の
訟
誼
側
に
、
丸
山
の
加
と

抑
制
す
る
亘
紛
が
あ
る
。
税
と
幹
と
の
駁
に
於
け
る
同

悩
七
米
八
、
地
上
一
米
況
の
胤
附
六
米
九
。
地
上
三

米
か
ら
二
幹
に
分
か
れ
、
共
に
直
立
し
て
総
酬
明
尚
三

マ
ル
ヤ
マ

ロ
山

臥
奈
川
中
川
川
町
郷
に
屈
す
る

部
町
問
。
京
村
一
O
N
M
比
古
制
世
間
肌
弘
治
三
却
八
且
の
制

札
に
は
丸
山
に
作
る
。
能
p
n
u
n
跡
芯
に
、
『
丸
山
村
は

耐
提
出
肱
よ
り
一
盟
。
天
王
寺
と
て
山
市
宗
あ
り
。
近
き
引

の
法
印
入
定
あ
ち
し
腹
あ
り
。
』
と
あ
る
。
明
治
巾
に

車
。
北
間
山
と
改
め
た
。

マ
ル
ヤ
マ

岡
山

政
来
郡
山ι
に
あ
る
山
で
、
上

に
巾
山
城
叫
が
あ
る
。

マ
ル
ヤ
マ
ダ
ケ

丸

山

岳

臥
奈
川
州
丸
山
畑
印
税
の

西
市
に
在
る
山
。

一一
品
さ
ご
七
一
米
。
地
質
第
三
紀
日
間
。

マ
ル
ヤ
マ
リ
ヨ
ウ
エ
ツ
丸
山

T
悦

貧
困
町
四
年

御
箇
附
と
し
て
宵
門
出
さ
れ
、
』H
人
扶
持
を
受
け
、
十

二
年
三
月
十
八
日
裂
し
た
。
子
孫
了
悦
・了
悦
郎
保
・

了
悦
相
槌
ぐ
。

マ
ワ
キ

民
脇

珠
洲
市
木
郎
郷
に
回
す
る
郎
孫
。

承
久
コ
一
年
注
進
の
能
E
R
凶
加
数
日
銀
に
、『
珠
洲
郡
田
叫

脇
村
入
附
六
段
』
と
見
え
る
。
叉
能
積
名
跡
志
に
は
、

『
小
木
よ
り
民
脇
村
ヘ

サ
七
町
あ
り
。
此
村
は
六
分

は
公
節
也
。
凶
分
は
私
節
也
。
家
間
百
七
十
軒
あ
り
。

入
交
り
て
あ
り
。
凶
中
第
一
の
大
別
相
場
な
り
。
公
街

庄
屋
七
郎
右
衛
門
と
い
ふ
。
引

m氏
な
り
。
跡
お
座

縦
割
あ
h
v
。
跡
中
h.M以
氏
な
り
。
』
と
促
す
る
。
こ
与

六
米
に
訟
す
る
。

マ
ル
ヤ
マ
丸
山

河
北
郡
宇
匁
押
印
終
の
東
方
に

在
る
山
。
向
き
六
三
米
。
地
質
抑
尉
口
目
。

マ
ル
ヤ
マ
丸
山

政
半
一
部
下
山
川
の
内
の
小
手
。

マ
ル
ヤ
マ
丸
山

珠
洲
郡
白
揃
部
務
の
南
方
、

資
立
山
の
市
川
に
辿
る
山
。
高
さ
四
六
九
米
。

マ
ル
ヤ
マ

岡
山

臥
軍
部
七
制
作
叫
に
邸
す
る
部

前
。
能
町
知
名
跡
志
に
、『
家
政
二
十
粁
除
あ
ふ
り
。
山
間
お

な
り
。
此
村
よ
0
M
M
列
村
へ
直
に
出
づ
る
間
近
あ
ふ
り
。

道
少
し
近
し
。
』
と
あ
る
。
明
治
巾
に
車
。
商
問
山
と

山出
掛僻
し
た
。

マ
ン
ギ
ヨ
ウ
生
ネ
ナ
リ

道
行
胤
成

務
元
一
一
一
年

去
月
七
日
の
文
也
に
、『
む
到
。
依
此
御
大
事
能
殻
同

御
家
人
現
行
又
五
郎
胤
成
彦
勤
仕
候
。
』
と
あ
る
。
そ

の
御
大
都
と
は
鎌
倉
に
於
け
る
北
保
時
村
と
宗
方
白

騒
飢
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。

マ
ン
ギ
ヨ
ウ
ホ

諸
行
保

出

品

部
に
在
っ
た
。

永
久
=
一
年
設
訟
の
能
町
官
同
間
数
日
録
に
、『
凶
行
保
、

六
段
、
建
隠
元
年
，Im紋
』
と
あ
ろ
。

マ
ン
ギ
ヨ
ウ
ホ
高
行
保
鹿
島
泌
に
印
刷
し
、
税

政
時
代
で
は
、
太
凶
・佐山師
・市山行
・佐
野
の
削
ヶ
村
を

倉
ん
で
陪
た
。

マ
ン
キ
ン
タ
ン
高
金
丹

奥
村
氏
の
家
中
に

M

位
し
た
庄
出
家
の
体
法
で
、
有
名
な
る
良
裂
で
あ
っ

た
o
庄
出
家
の
側
部
に
は
、
臨
金
舟
は
随
春
と
一
ぞ
か
日

に
耐
脳
医
穂
郡
と
い
ふ
も
の
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

祉
家
を
高
原
氏
と
あ
る
か
ら
、
-M合
榊
駐
の
こ
と
ら

し
〈
思
は
れ
る
。

マ
ワ
キ
ガ
ザ
キ

良
脇
。
崎
珠
洲
都
民
協
の
う

ち
鰍
か
ら
商
に
突
出
す
る
脚
。
排
財
天
崎
と
い
ふ
も

同
じ
い
。
叩
口
、
氷
元
年
一
覧
記
に
、
『
員
協
，
t
剛の
向
に

も
向
あ
り
。
排
出
町
天
そ
制
加
す
。
』
と
見
え
て
、
こ
の

ぬ
は
院
内
帽
で
あ
る
。

マ
ワ
タ
リ

馬
渡
昧
洲
地
直
刷
却
に
邸
す
る
部
訴
。

マ
ン
カ
ム
γ
ジ
一
漏一
慰
寺

以
来
都
民
間
に
在
っ
て
、

回
目
宗
一
夜
援
に
臨
す
る
。

マ
ン
ガ
ン
ジ
ヤ
マ

満
願
寺
山

石
川
郡
認
に
在

る。

高
さ
制
上
測
定
一
一
泊
六
米
。
地
質
第
三
紀
M
M
。

他
地
胞
に
、
こ
の
山
に
殺
臨
す
れ
ば
石
川
・河
船

能

白日
日
制
ま
で
見
え
渡
る
o
苦
瓜
餅
寺
が
あ
っ
た
お
そ

の
名
を
得
た
と
記
す
る
。
加
越
能
迎
跡
絡
に
は
寸制
限

寺
に
作
る
。
寺
跡
は
今
明
ら
か
で
な
い
。

マ
ン
ギ
ヨ
ウ

寓
行

胤
ぬ
都
市
山
行
保
に
闘
す
"
っ

nnH
5
1

。
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